
（別紙様式）

４０都道府県番号

福 岡 県都道府県名

（①□ ②□ ③□）

※該当する観点に をすること（下の を参照）ﾁｪｯｸ

Ⅰ．学校名及び規模

宗像市立自由ヶ丘中学校（フロンティアスクール名）
計 教員数1年 ２年 ３年 特殊学級

６ ６ ７ ３２学級数 １９
677生徒数 ２０２ ２３１ ２４４

Ⅱ．実践研究の概要（主題（テーマ）及び設定の趣旨）

・主題（テーマ）

確かな学力を育む教科学習の展開

－考える力を高める教材開発と指導方法の工夫改善を通して－

・テーマ設定の趣旨

（１）主題設定の理由～学力事態調査から

国語・社会・数学・理科・外国語科の５教科の定期テストの結果を分析したと

ころ、知識・理解は高い数値を示すが、思考・判断力が低いことが分かった。ま

た、各教科の指導法を振り返ったとき 「考える力」を高める指導を十分に行わ、

なかったと反省している。

また、日常の教師の指導法は、教師主導の説明型が多く、生徒の思考判断力を

引き出す探究的な学習は少ない。

（２）確かな学力を育む教科学習の展開とは

本校においては確かな学力を「学ぼうとする力（関心・意欲・態度 「学ぶ）」

力（思考・判断、技能・表現 「学んだ力（知識・理解 」の３点ととらえ、特）」 ）

に「学ぶ力」に焦点化して、学力の向上を図ることを目的とする。

（３）考える力を高める教材開発と指導方法の工夫改善を通してとは

考える力を培うための教材の条件を次のようにとらえる。

・ 生徒の生活に密着し、地域の特性を生かしている。

・ 生徒の発達段階を踏まえている。

・ 教科における学習内容の系統や発展を考慮する。

・ 他教科や総合的な学習の時間との関連を図る。

さらに、指導方法を次のように工夫改善する。

・ 課題意識を喚起する学習問題づくり（驚き、疑問、困惑）

・ 問題解決的な基本的学習過程の設定

・ 交流の設定の仕方、発言のつなぎ方・深め方の習得

学習形態の工夫

・ 補充学習における習熟度別学習

・ 形成的な評価を基にした補充・発展学習の設定



Ⅲ．実践研究の内容について（選択した観点を中心に記述）

（ⅰ）研究体制の工夫

校長 教頭 研究部 教科主任会 教科部会

管内の教科等研究会の代表

まず、どういう学力が本校で必要であり、そのためにはどのような授業改善が各

教科において必要であるかという共通理解に時間を割いた。学力の焦点化について

は、最初は各教師が印象で「こういう学力に課題がある」と論議していたが、デー

タを基に再考することにした。そのために、定期テストを観点別に処理できるよう

な形式内容にし、データの収集分析を行い 「思考・判断力」に焦点化することに、

した。

次に、問題解決型の学習について理解を図るために、研究部が指導主事の指導を

受けると共に、管内の教科等研究会の代表者を教科部会に招聘し、教科毎の教材の

条件や基本的な学習過程、学習形態の工夫について学んだ。

（ⅱ）実践研究の内容

１ 実施学年 第２学年２組 理科学習（形成的評価による補充・発展学習）

２ 単元名 化学変化と分子・原子

３ めざす生徒像

① 化学変化と原子、分子に関する事物・事象に関心をもち、意欲的に観察・実験を

行い、それらの事象を日常生活と関連づけて考察しようとする。

② 化学変化と原子、分子に関する事物・事象について観察・実験を行ったり、事象

の生じる要因や仕組みを科学的に考察したりして問題を解決する。

③ 化学変化と原子、分子に関する観察実験を行い、基本操作を習得するとともに、

規則性を見出したり、自らの考えを導き出したりして創意ある報告書の作成や発表

を行う。

④ 化学変化と原子、分子についての基本的な概念や原理・法則を理解し、知識を身

に付けている。

４ 学習を行う上での留意点

（１）思考・判断力の育成の面から

物質とその変化に関する様々な科学的な事象・現象は私たちの生活と密接な関係が

ある。このような生活の中の科学的な事象・現象をもとに 「なぜこのような現象が、

起きるのか」という強い課題意識を喚起し、実験等の支援を行えば、目に見える物質

の性質や反応を、目に見えない原子や分子の考え方で説明しようとするでろう。この

ような教材の活用によって、生徒に科学的な見方・考え方を養うと考える。

カルメ焼きなど身近な素材から物質の変化の仕組みに興味を持たせる。

（２）形成的評価と補充・発展学習の位置づけ

補充学習は、常に少人数の形態で行うとは限らない。生徒の実態に応じて一斉で行

う補充学習、分割して行う補充学習・発展学習があると考える。本実践においては、

形成的評価を基にして、一斉補充学習と、分割的補充・発展学習を設定する。



５ 単元の流れ

学 習 活 動 教師の支援 評価規準・方法 配時

○ カルメ焼きの実 ○ カルメ焼き

化学変化を探究しよう 体験から、物質の 酸化銀の熱分

分解に興味を持た 解から、物質

物質を加熱して分解しよう せる。 の分解の仕組 ４

・ カルメ焼きをつくろう ○ 開放系の電解装 みを調べたい

・ 酸化銀の熱分解 置を使用させ、Ｈ という意欲を

管の仕組みを理解 もつことがで

物質を電気で分解しよう させる。 きる。 ２

物質が電気分解される仕組みを調べその原理をまとめよう

○ 水、塩酸、塩化 ○ 分解して生

水溶液を電気分解し、成り立ち 銅の水溶液を準備 成した物質か ２

を調べよう し選択させる。 ら元の物質を

・３種類の水溶液から２種類を選 ○ 原子モデルを用 推定すること

び、電気分解し生成した物質か い、実験の結果を ができる

ら元の物質の成分を推定する 原子モデルを活用 ○ 化学変化を

しながら説明させ 原子モデルを

原子と分子 る。 もとに論理的 ４

○ スチールウール に表現するこ

物質が結びつく変化 などの実験も行わ とができる。 ３

せる。 ○ 化学変化の

化学変化と化学式 ○ 化学変化に関す 前後の質量が ３

るテストを行い知 変化しないこ

形成的評価 識面を補充する とを原子モデ １

補充 ○ これまでの実験 ル等を用い説

を選択させ、実験 明することが

化学変化における質量の変化 前後の質量を測定 できる。 ３

させる。

形成的評価 ○ 補充：化学式と ○ 補充：化学 １

化学反応を復習 式と化学反応

発展：今までに を理解する。

補充学習 発展学習 学習した化学反応 発展：様々

を化学反応式や原 な化学反応を

まとめ 子モデルを用いて 原子モデルを １

説明させる。 用いて説明。

（ⅲ）成果と課題

○ 思考・判断力が若干であるが向上している。

「 」 。● 思考・判断力を 目に見える 学力にするために表現力の割り出しと育成が必要

● 探究的な学習をカリキュラムに重点的に位置づける。

（ⅳ）成果の普及方策

○ 実践交流会を開き、管内の全ての中学校から管理職１名、教諭１名が参加。





（ⅲ）成果と課題

（ⅳ）成果の普及方策

（ⅴ）その他（その他、特色ある取組がある場合に記入） などを記述

※観点

①発展的な学習や補充的な学習など個に応じた指導のための教材の開発

（例）開発した教材の概要、活用事例

②個に応じた指導のための指導方法・指導体制の工夫改善

（例）児童生徒の実態を踏まえた、理解や習熟の程度に応じた指導、小学

校における教科担任制の取組状況（実施している小学校の場合）

③児童生徒の学力の評価を生かした指導の改善

（例）評価規準の作成状況、各教師の評価の実践事例、指導の改善事例


